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1. はじめに 

学術雑誌は， 1665 年の Philosophical Transactions および Journal des 
Sçavans の創刊以降，最重要の学術情報資源のひとつに成長した。2007 年 7
月現在，世界の逐次刊行物を収録するデータベース Ulrichsweb（本稿 2.（1）

②参照）で｢発行継続中の学術的な逐次刊行物｣という条件で検索するとヒット

数が 59,492 タイトルにも上ることや，科学者は年間 100 件以上の学術論文を

読むという調査結果があること１も，それを裏付けている。  
中でも電子ジャーナルは，場所（配架場所まで出向く労）や時間（図書館の

開館時間の制限）等の影響なしに利用者の PC からアクセスできる，全文検索

やリンク機能を備えている，といった優位性があり，World Wide Web（以下

WWW）の普及やソフトウェア技術の向上，SGML や HTML 等の標準開発の進

展を背景に，1990 年代の後半以降，急速に普及した。  
電子ジャーナルの諸動向は動きが激しいため，｢電子ジャーナルの現状｣とい

ったテーマの論考が蓄積しつつある現在でもなお，時宜を見て情勢を分析して

いくことには価値があると思われる。それが本稿のねらいである２が，特に以

下の 2 点を明らかにしたい。  
（1）電子ジャーナルの興隆の現状。電子ジャーナルのタイトル数，電子ジ

ャーナルへの各国の研究機関の支出額や購読タイトル数，研究者への普

及状況，等を述べる。  
（2）学術雑誌の電子オンリー化（印刷版がなくなり，電子ジャーナルだけ

が発行されるようになること）の展望。電子オンリー化に関する予測に

言及した上で，電子オンリー化を進めるための課題を述べる。  
なお，電子ジャーナルという言葉の意味は論者によって異なることも多いが，

本稿では｢電子メディア（主に WWW）で提供される，学術的な内容を持つ雑

誌｣を指すものとする。  
 
2. 興隆の現状 

（1）タイトル数 

逐 次 刊 行 物 に つ い て の 世 界 最 大 の レ フ ァ レ ン ス ツ ー ル で あ る Ulrich's 



Periodicals Directory およびそのウェブ版の Ulrichsweb を用いることによっ

て，以下のことがらが確認できる。  
①Ulrich's Periodicals Directory におけるタイトル数の推移 

本書に｢オンラインで利用可能な逐次刊行物｣（印刷版があるものとないもの，

どちらも含まれる）のタイトル数が初めて登場したのは 1989-1990 年版（当時

の誌名は Ulrich's International Periodicals Directory），その数は 2,131 であ

った。それが 2007 年版では 51,446 にまで増えている（ちなみに収録誌の総数

は，同じ期間に 111,950 から 201,330 への増加である。増加率を比較しても，

オンライン資料の躍進は明らかである）３。｢オンラインで利用可能な逐次刊行

物｣のタイトル数の推移を図 1 に示す４。これらには学術雑誌以外のタイトルも

含まれているが，電子ジャーナルのタイトル数が増加していることを推測する

ことはできる。  
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図 1 ｢オンラインで利用可能な逐次刊行物｣のタイトル数の推移（Ulrich's 
Periodicals Directory（ 2000 年版までは Ulrich's International Periodicals Directory）
の各年版を基に作成）  
 
②Ulrichsweb におけるタイトル数，分野ごとの割合 

Ulrichsweb は Ulrich's Periodicals Directory のオンライン版であり，発行

継続中 /廃刊の区別や学術誌（｢Academic/Scholarly｣）の指定が可能であるため，

より詳細な検索ができる。2007 年 7 月現在，｢学術的な逐次刊行物で発行継続

中のタイトルの内，オンラインで利用可能なもの｣という条件で検索すると

25,518 タイトルヒットする。  



1995 年の時点では，学術的な電子ジャーナルのタイトル数は 100 を超える

に過ぎないという調査結果が出ていた（Harter 等は｢学術的な査読付き電子ジ

ャーナル｣のタイトル数を 131 と算出，Hitchcock 等は｢STM（Science, 
Technology, and Medicine. 科学，技術，医学）分野における査読付きのフル

テキストオンライン雑誌｣のタイトル数を 100 以上と算出）５ことと比較すれば，

異なる資料に基づいた算出である点に留意が必要であるが，電子ジャーナルの

大幅な増加がうかがえる。  
なお，上の 25,518 タイトルの内，デューイ十進分類法（Dewey Decimal 

Classification. 以下 DDC）の分野ごとの割合を示したものが図 2 である。｢自

然科学｣と｢技術｣のタイトルが過半数を占めているものの，人文・社会科学分野

のものも全体の 4 割近くあることが分かる。  
 

5%
4%

2%

26%

2%

18%

34%

2%

3% 4%

000 コンピュータサイエンス，情報，その他

100 哲学，心理学

200 宗教

300 社会科学

400 言語

500 自然科学

600 技術

700 芸術，娯楽

800 文学

900 歴史，地理
 

図 2 電子ジャーナルの分野別割合（2007 年 7 月。Ulrichsweb を用いて算出）  



 
  出版社についても分析しておこう。確かに，電子ジャーナルを扱う商業出版

社の寡占化が，特に STM の分野で指摘されて久しい。Elsevier， Springer 
Science+Business Media（2004 年に Kluwer Academic Publishers を吸収合

併，その時点で世界第 2 位の STM 出版社になった），Taylor & Francis，
Blackwell Publishing，Wiley が 5 大商業出版社といえるが，2007 年 2 月に

Wiley が Blackwell の買収完了を発表，その後統合作業を進めており，STM 分

野での寡占化は将来さらに進むと思われる。  
だが，5 大（4 大）商業出版社以外から発行されるタイトルも多いことが表 1

から分かる。表 1 は，  5 大（4 大）商業出版社が発行する電子ジャーナルのタ

イトル数（2007 年 7 月現在）を，本稿 2.（1）②の条件（｢学術的な逐次刊行

物で発行継続中のタイトルの内，オンラインで利用可能なもの｣）で｢自然科学｣

と｢技術｣の分野，および全分野について算出し，全タイトル数におけるシェア

も計算したものである。Ulrichsweb を基にすると，5 大（4 大）商業出版社の

タイトル数のシェアは，STM 分野の雑誌の大部分が該当すると思われる，｢自

然科学｣および｢技術｣分類に限定した場合で全体の約 28.5％，電子ジャーナル

全分野では約 20.8%にすぎないことが分かる。残りは，大小様々な規模の商業

出版社，大学出版会，学会系出版社等によって発行されている。それらの中に

は，中南米等，非欧米諸国の出版社も数多く存在する６。  
 

出版社  
DDC の｢自然科学｣および

｢技術｣のタイトル数  
DDC の全分野のタイトル

数  

Elsevier 1,657 1,944

Springer Science+Business 
Media 983 1,266

Taylor & Francis 529 1,239

Blackwell Publishing また

は  
Wiley 1,021 1,418

5 大出版社の合計  4,190 5,867

全タイトル数  14,720 28,169

5 大出版社の全タイトル

数におけるシェア  28.5％ 20.8％

表 1 電子ジャーナルの出版タイトル数と全体におけるシェア（ 2007 年 7 月。

Ulrichsweb を用いて算出。分類番号が複数付与されているタイトルもあるので，数



の合計は本稿 2.（1）②と同一にならない）  

 
（2）購読機関の支出額，購読タイトル数の推移 

タイトル数の増大に伴い，各国の研究機関では電子ジャーナルに対する支出

や購読タイトル数が増えている。米英日の購読機関における，電子ジャーナル

（を包含する資料群）への支出に関する統計から確認しよう。  
米国研究図書館協会（Association of Research Libraries）加盟図書館のコ

レクションや支出，サービス等を調査した ARL Statistics 2004-05 によれば，

電子的逐次刊行物（electronic serials）に対する支出は統計の開始以来増加し

ており，1994-1995 年は 1 館当たり平均約 18 万 8 千ドル（年間）であったも

のが，2004-2005 年には約 304 万ドル（同）にまで増えている。図書館資料費

の中で占める割合についても同様であり，調査回答館全体で見ると，1994-1995
年では電子的逐次刊行物への出費は全資料費の約 2.3%であったが，2004-2005
年版では約 31.8%を占めるに至っている７。  

また，英国の図書館に関する様々なデータを収集分析した LISU Annual 
Library Statistics 2006 によれば，英国の高等教育機関の逐次刊行物に対する

支出において，電子媒体への支出の占める割合は 1999-2000 年には 20％程度

であったが，2004-2005 年には約 60%を占めるまでに増大している。その間，

逐次刊行物への支出額自体も，全体における逐次刊行物費の割合も，ともに増

加している８。英国の高等教育機関においても，電子的逐次刊行物の重要性が

増してきていると判断できる。  
日本では，大学における電子ジャーナルの総所蔵種類数，平均所蔵種類数と

もに，下の図 3，表 2 のとおり増加し続けていることが，国公私立大学図書館

の職員，施設，資料等を調査した『学術情報基盤実態調査』で明らかになって

いる。  
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図 3 日本の国公私立大学の電子ジャーナルの総所蔵種類数の推移（文部科学省 .  平
成 17 年度｢学術情報基盤実態調査｣の結果報告（概要） .（online） , available from < 
http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/index20/07012502/001.pdf >, （ accessed 
2007-07-28） .）  

 
・総所蔵種類数（年度末日現在）                                  単位：種類  

年度  11 12 13 14 15 16 

国立大学  19,633 54,443 171,422 340,012 424,843 504,356
公立大学  4,380 6,654 6,479 27,405 35,613 38,986
私立大学  39,978 85,228 141,826 229,129 389,647 683,810

合計  63,991 146,325 319,727 596,546 850,103 1,227,152

 
・平均所蔵種類数（年度末日現在）                                単位：種類  

年度  11 12 13 14 15 16 

国立大学  198 550 1,732 3,505 4,883 5,797
公立大学  61 90 86 361 463 534
私立大学  83 171 277 436 716 1,230

合計  98 218 466 853 1,201 1,714

＊種類数はのべ数。  

 



表 2 日本の国公私立大学の電子ジャーナルの総所蔵種類数，平均所蔵種類数の推

移（文部科学省 .  平成 17 年度｢学術情報基盤実態調査｣の結果報告（概要）.（online）,  
available from < http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/index20/07012502/001.pdf >, 
（ accessed 2007-07-28） .）  

 
（3）研究者への普及状況 

電子ジャーナルが研究者に深く浸透しているということは，種々の調査で明

らかになっている（Tenopir は欧米の 200 以上の調査を分析し，この点を確認

している）９。この点を本稿では，日本の国立大学図書館協議会の電子ジャー

ナルタスクフォースが，大学における電子ジャーナルの利用実態等を把握する

ために 2001 年と 2003 年の 2 回実施した『大学における電子ジャーナルの利用

の現状と将来に関する調査』で確かめたい。2001 年の調査では，10 の国立大

学の教員および大学院生が対象になり，1,003 人が回答した。一方 2003 年の調

査では，13 の国立大学の教員および大学院生が対象になり，1,619 人が回答し

た。結果，次のようなことがらが明らかになった１０。  
・週に 1 日以上電子ジャーナルを利用する研究者や学生の割合は，2001

年は 36.5％であったが，2003 年は 51.9％と増加した。  
・今後の研究活動のために電子ジャーナルが｢絶対必要｣と回答した者は，

2001 年は 51.0%，2003 年は 69.2%に上った。  
 

3 電子オンリー化への展望１１ 

タイトル数，各国の研究機関の支出に占める割合，研究者への普及，どの面

でも電子ジャーナルが大きく成長していることを上のとおり見れば，将来的に

学術雑誌は電子オンリー化する（印刷版がなくなり，電子ジャーナルだけが発

行されるようになる）のではないか，と考えてみたくもなる。  
このような予想は，電子ジャーナルが登場しはじめた頃からすでにされてい

た１２。また，英国および世界の 2020 年までの出版の流れを予測するために英

国図書館（British Library）が Electronic Publishing Services 社に委託した

調査では，紙から電子媒体への移行が学術的な逐次刊行物で進み，2016 年まで

には半数が電子オンリー化すると予測している１３。  
上のような予想がされる背景として，学術雑誌の電子オンリー化に伴う以下

のような利点が挙げられる。  
・出版社は，印刷版の生産にかかるコストを削減することができる  
・購読機関（図書館）は，印刷版の収納スペース不足という問題から解放さ

れる  
・利用者にとって，持ち運びやすさや閲覧性等の点で印刷版の方が優れてい



る面もあるが，プリントアウトすることで電子版も同様の特長を発揮でき

る  
英国図書館の調査の予測どおりに事態が推移するか，現時点では分からない。

だがいずれにせよ，電子オンリー化を促進するためには，以下のような課題を

解決する必要がある１４。  
・新しい購読価格体系の構築。現行では，電子ジャーナルの講読価格は印刷

版を基準にして決定されていることが多いので，電子オンリー化のために

は新たな価格体系の構築が必要である。  
・購読機関の財政的課題。雑誌の電子版に付加価値税が課される国もあるの

で，その国の購読機関は対応のための財源確保が必要になる。  
・永続的アクセスの保障。印刷版を講読した場合，購読中止後も過去の購読

分は購読者側に残る（図書館の利用者は，その図書館が過去に講読した雑

誌を永続的に利用できる）。同様に電子ジャーナルについても，購読分のコ

ンテンツには購読終了後もアクセスが認められるよう，購読機関と出版社

が購読契約を結ぶ必要がある。  
・長期保存の保障。印刷版と異なり電子ジャーナルは，コンテンツを購読機

関側で管理できない（印刷版のように図書館が長期保存を担う，というこ

とができない）。そのため，出版社への不測の事態（災害や倒産等）等に対

応可能な，コンテンツの長期保存を保障するための体制を意図的に整備し

なければならない１５。  
 
4. まとめ 

  以上，電子ジャーナルの興隆の状況を明らかにし，今後電子オンリー化を進

めようとする場合の課題についても述べた。1.でも述べたように，電子ジャー

ナルをめぐる情勢分析は今後も必要であると判断する。時宜に応じて公にして

いきたい。  
  我が国の短期大学では，電子ジャーナルの導入が進んでおらず，日常業務で

図書館員が電子ジャーナルにあまり関わらない場合も多い。だが（あるいは，

だからこそ），今日の重要な学術情報資源である電子ジャーナルについて短期大

学の司書は学んでおくべきであり，そのための機会も現状より多くあってよい

と考える。本稿がその一助ともなれば，著者としては幸甚である。  
                                                  
１  Tenopir, C. ; King, D.W. Towards Electronic Journals: Realities for 
Scientists, Librarians, and Publishers. Special Libraries Association, 2000, 
p. 126-134. 
２  しかし，本稿のデータは執筆時点の 2007 年 7 月現在のものである点（執筆

から刊行までの間にタイムラグがある点）に留意されたい。  



                                                                                                                                                  
３  R.R. Bowker. Ulrich's  International Periodicals Directory. 28th ed.  
1989-90, p.ⅶ . 
R.R. Bowker. Ulrich's Periodicals Directory. 45th ed. 2007, p.ⅶ . 
４  同様の図（2003 年版のデータまで）を，加藤信哉氏が次の文献で作成して

いる。本稿の図 1 は，新しいデータを加えて最近の傾向をより明確にとらえた

ものである。  
加藤信哉 . 総論：電子ジャーナルの現状 . 情報の科学と技術 . vol. 55, no. 6, 
2005, p. 242-247. 
５  Harter, S. P. ; Kim, H. J. Electronic journals and scholarly 
communication:  
a citation and reference study. Midyear Meeting of the American Society for 
Information Science. 1996.  （online） , available from < 
http://ezinfo.ucs.indiana.edu/~harter/harter-asis96midyear.html#hitchcock 
>, （accessed 2007-07-28） . 
Hitchcock, S. et al. A survey of STM online journals 1990-95: the calm 
before the storm. 1996. （online） , available from < 
http://journals.ecs.soton.ac.uk/survey/survey.html >, （accessed 
2007-07-28） . 
６  時実象一 . 電子ジャーナルのオープンアクセスと機関リポジトリ―どこから

来てどこへ向かうのか  (Ⅰ )オープンアクセスの出版の動向 . 情報の科学と技

術 . vol. 57, no. 4, 2007, p. 198-204. 
７  Kyrillidou, M. ; Young, M. , comp. “Table7 Electronic resources and 
materials expenditures in ARL university libraries, 1992-2005”. ARL 
Statistics 2004-05. Association of Research Libraries, 2006, p. 21. （online）, 
available from < http://www.arl.org/bm~doc/arlstat05.pdf >, （accessed 
2007-07-28） . 
８  Creaser, C. et al. “Fig3.9 Breakdown of serials expenditure”. ; “Table 3.8d 
Breakdown of information provision expenditure”. LISU Annual Library 
Statistics 2006. LISU, 2006, p. 135. ; 139. （online） , available from < 
http://www.lboro.ac.uk/departments/ls/lisu/downloads/als06.pdf >, 
（accessed 2007-07-28） . 
９  Tenopir, C. Use and Users of Electronic Library Resources: An Overview 
and Analysis of Recent Research Studies. Council on Library and 
Information Resources, 2003, 72p. （online） , available from < 
http://www.clir.org/pubs/reports/pub120/pub120.pdf >, （accessed 
2007-07-28） . 

だが，学術雑誌の読者が電子版しか利用しなくなった，とまでは現時点では

いえない。学術雑誌の読者が印刷版と電子版のどちらを利用しているかを調査

し，1990 年代前半は印刷版の利用がほとんどであったが， 2000 年代前半には

それが逆転したと結論づけた研究がある一方（Tenopir, C. et al. Patterns of 
journal use by scientists through three evolutionary phases. D-Lib 
Magazine. vol. 9, no. 5, 2003. （online） , available from < 
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